
▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
 

 
平尾出張所 
若葉台出張所 

市役所（代表） 

発行　東京都稲城市　編集　秘書広報課広報広聴係　〒206-8601　東京都稲城市東長沼2111　1042－378－2111　5042－377－4781

開庁時間　午前8時30分～午後5時 

HP

 9.1
毎月1日・15日発行 

2015
平成27年 

第1190号 

広
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配
布
方
法

広
報
い
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ぎ
は
ポ
ス
テ
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グ
に
よ
る
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
発
行
日
の
3
日
ほ
ど
前
か
ら
配
布
を
始
め
て
い
ま
す
。
■問
秘
書
広
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課
広
報
広
聴
係

市ホームページに詳細等を掲載している記事のタイトルには　　マークを記載しています。

○C K.Okawara・Jet Inoue

稲城
なしのすけ 緑につつまれ友愛に満ちた

市民のまち稲城　　　　　

「 大  麻  止  乃  豆  乃 天神社」
おお ま と の つ の

（稲城市フォトギャラリー投稿作品）

特集 国勢調査に
主
な
記
事

（2）ご協力ください
（3）特集 防災週間

特集 福島県相馬市と
　　 友好都市協定を締結しました
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（12）シャッター
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９
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ら
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財
産
管
理
課
施
設
係

※２輪車（自転車・バイク）は第３駐車場 
のほか、市役所東西に駐車スペースを設け 
ておりますので、併せてご利用下さい。 
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稲
城
市
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
支
援
で
交
流
を
深
め

て
き
た
福
島
県
相
馬
市
と
、
８
月

　

日
に
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し

１８ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
両
市
の
市
民
の
間

に
芽
生
え
た
友
情
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
お
互
い
の
発
展
を
助
け
合

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲松川浦の日の出（相馬市）

稲稲城城市市・・福福島島県県相相馬馬市市
「「友友好好都都市市協協定定」」締締結結

■問 企画政策課企画政策係

祝祝

今回募集する墓地
年間管理料使用料募集数申込区分形態

1万5,120円125万円
240区画遺骨所持

芝生墓地 　 30区画改葬
　 30区画生前

　 9,720円130万円
　 27区画遺骨所持

普通墓地 　 4区画改葬
　 4区画生前

管理料相当分は使用料
に含まれています

1体用
17万8,200円

2体用
35万6,400円

38枠（38体）遺骨所持1体

合葬式墓地
27枠（54体）遺骨所持2体
23枠（46体）遺骨所持1体＋生前1体
26枠（26体）生前1体
18枠（36体）生前2体

1体用
21万4,000円

2体用
42万8,000円

12枠（12体）遺骨所持1体

樹林式墓地
  8  枠（16体）遺骨所持2体
  7  枠（14体）遺骨所持1体＋生前1体
  8  枠（  8  体）生前1体
  5  枠（10体）生前2体
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墓地使用者を募集します墓地使用者を募集します
公営 稲城公営　稲城・・府中メモリアルパーク府中メモリアルパーク

【作成協力：相馬市】
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　10月1日を基準日として統計法に基づき国勢調査が全国一斉に
実施されます。国勢調査は日本に住んでいる全ての人・世帯を対
象として実施する統計調査です。大正9年から5年ごとに行われ
今回が20回目になります。平成27年国勢調査は、少子高齢化社
会における日本の未来を描くうえで欠くことのできないデータを
得るものです。
　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められている他、
社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、防災対策など、私たちの

暮らしのために役立てられます。
　平成27年国勢調査の調査事項は、世帯に関する項目が4項目、
世帯員に関する項目が13項目で、合わせて17項目です。
　9月10日（木）から、国勢調査員証及び腕章をした調査員がご自
宅を訪問します。皆さんのご協力をお願いします。
■問稲城市国勢調査実施本部
　　1378－3911〔臨時電話9月10日（木）～〕
　総務契約課総務係
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インターネット回答をした場合 

9月10日（木）～ 
9月13日（日） 

インターネット回
答用利用者情報
（ＩＤ・パスワー
ド）を全世帯に調
査員が配布 

 
9月10日（木）～ 

9月20日（日） 
パソコンやスマー
トフォンからイン
ターネット回答 

 
9月26日（土）～ 

9月30日（水） 
調査票を調査員が配
布 

10月1日（木）～ 
10月7日（水） 

郵送提出または調査
員へ提出（回答がな
い世帯には督促をし
ます） 

インターネット回答
　今回の調査では、先にインターネット
での回答を受け付けます。9月10日（木）
から順次配布されるインターネット回答
用利用者情報（ＩＤ・パスワード）を使
用し、9月20日（日）までにパソコン、タ
ブレット端末、スマートフォンなどから
インターネットにアクセスし、画面の案
内に沿ってご回答ください。
※9月13日（日）までにインターネット回
答用ＩＤが届かない場合はお問い合わせ
ください。

【調査の流れ】
　オンライン調査を推進するため、調査票の配布に先行して、インターネット回答期間を設定する方式で調査を実施します。
　インターネット回答のなかった世帯にのみ調査票を配布し、合理的・効率的な調査実施を図ります。

簡単便利なインターネット回答をぜひご利用ください
　平成27年国勢調査では、正確かつ効率的な統計の作成を行うとともに、皆さんの記入負担の
軽減・利便性の向上を図る等の観点から、インターネット回答を推進します。
　仕事で帰宅する時間が遅かったり、日中不在にすることの多い世帯でも、
インターネット回答なら期間中はいつでも好きな時間に回答できます。
　また、インターネット回答をされた世帯には、紙の調査票の提出が不要と
なるため、調査員による調査票の配布のための訪問はありません。
　更に不正なアクセスなどの監視を24時間行っていますので、回答データ
は厳重に守られます。

国勢調査が進化しました！国勢調査が進化しました！
回答方法は２種類回答方法は２種類

調査票による回答
　インターネットで回答されなかった世帯には9月26日
（土）から順次紙の調査票を配布しますので、「調査票の記
入のしかた」をご覧のうえ、記入漏れがないようにご記入
ください。
　調査票の提出は、プライバシー保護及び利便性から郵送
での提出を推奨します。調査票と一緒に配布される「郵送
提出用封筒」に記入済みの調査票を入れ、最寄りの郵便ポ
ストに投函してください（切手は不要）。希望がある場合
は調査員が直接回収を行うことも可能です。
※9月30日（水）までに調査票が届かない場合はお問い合わ
せください。

個人情報は厳格に個人情報は厳格に
保護されます保護されます

　国勢調査では、統計法によって、厳格
な個人情報保護が定められています。調
査票が封をして提出された場合は、国勢
調査員は、封筒を開封せず、封をしたま
ま市に提出します。また、調査員をはじ
め、国勢調査に従事する者には、統計法
による守秘義務が課せられています。

コールセンターをコールセンターを
開設しています開設しています

　国勢調査に関する問い合わせを受ける
コールセンターを国が開設しました。イ
ンターネット回答の方法や調査票の記入
方法などのお問い合わせは、国勢調査コ
ールセンターをご利用ください。
■日8月24日（月）～10月31日（土）
■時午前8時～午後9時（土・日曜日、祝日
も利用できます）

国勢調査コールセンター
10570－07－2015
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いざという時のために
家庭や職場で地震への備えを!

8月30日～9月5日は防災週間

　地震による被害を最小限にくい止めるには、
自助（自分の命は自分で守る）、共助（自分た
ちのまちは自分たちで守る）が必要です。
　皆さんも「防災週間」を機会に、家庭や職場で
震災対策について再確認しましょう。

■問稲城消防署防災課防災係
　1377－7119

家族や友人の安否確認
　地震発生時は、電話やメールなどがつながりにくくなります。日頃から、家族などの安否を確認する方
法を話し合いましょう。
　また、通信会社各社では「災害用伝言サービス」を提供しています。
○災害用伝言ダイヤル171　　○ＮＴＴドコモ災害用伝言板　　○KDDI（au）災害用伝言板サービス
○ソフトバンクモバイル災害用伝言板　　○ワイモバイル災害用伝言板サービス
※伝言板の利用方法等は各通信会社にお問い合わせください。

帰宅困難者について
　東京都帰宅困難者対策条例により、発災直後はむやみに移動せずに従業員などを施設内に待機させ、待
機期間に伴う備蓄食料の確保を推進することとしています。無理な帰宅をせず、近くの避難場所に留まり
ましょう。

地震が発生した時には地震が発生した時には

実践しよう「地震への備え実践しよう「地震への備え」」

住宅用火災警報器の維持管理に住宅用火災警報器の維持管理に
ついてついて �������� ■問稲城消防署予防課査察指導係

　消防法の改正により新築、改築住宅は平成16年10月、その他の住宅について
も平成22年4月から住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。適切な機能
を保つためには、日頃からの作動確認や機器清掃など維持管理が重要です。
○作動確認
　感知器の点検ボタンや点検用のひもで作動確認を行いましょう。音が鳴らない
または警報音以外の音が鳴った場合は、電池や機器本体の交換をしましょう。

○機器の清掃
　感知器に埃が入ると誤作動を起こす場合があります。布等で乾拭きを行い、定
期的な清掃を心掛けましょう。
○機器の交換
　設置から10年が経過した住宅用火災警報器は、機器内部の故障、電池切れな
どにより火災を感知しない場合があります。取り付けた時期を調べるには、設置
時に記入した「設置年月」または本体に記載されている「製造年」を確認し、10
年を目安に交換しましょう。
　住宅用火災警報器の交換については、「日本火災報知機工業会」 HP でも案内
しています。

感震ブレーカーの設置
　設定震度以上の地震発生時に自動的に電気の供給
を遮断し、出火を防止できます。
　感震ブレーカーには、分電盤タイプ、コンセント
タイプやその他の簡易タイプ等があります。

地域での日頃からの備え
　地震が起きた場合、全ての現場に救急車や消防車
がすぐ駆け付けることは困難です。阪神・淡路大震
災では、倒壊家屋などから救出された方の7～8割
は家族や近隣の方に助け出されました。自主防災組
織の防災訓練などに参加して、地震に備えましょう。

住宅や事業所の耐震補強
　阪神・淡路大震災では、死者の約8割が、家
屋などの倒壊による圧死でした。家族や従業員
などの命を守るためには、地震に強い建築物に
しておくことが大切です。特に、昭和56年5月
31日以前の建築物は、耐震性が低く、倒壊の
恐れがあります。市では、木造住宅の耐震診
断、耐震改修に対して助成を行っています。
■問都市計画課開発指導係

家具類の転倒防止対策
　近年発生した大きな地震でけがをした方の原
因は、家具類の転倒や落下によるものが大きな
割合を占めています。転倒した家具類につまづ
いたり、割れた食器等でけがをするなどの二次
的被害も引き起こします。家具類の転倒防止対
策を実施しましょう。

災害時に大切なペットは？災害時に大切なペットは？
　災害が起こった場合、まずは人命優先となります。ペ
ットの防災対策は、まず飼い主自身の防災対策をしっか
り行い、次にペットの対策について考えましょう。

◆非常持出し袋ペット用を準備しよう！
○普段から使用している首輪やリード
○フード、水、常備薬等
○ペットの全身が写った写真
○その他ペットシーツなど
○動物同行避難健康手帳

◆身元が分かるようにしておこう！
　普段から個体識別のための名札（犬の場合登録票や狂
犬病ワクチン剤票）を付けておきましょう。マイクロチ
ップの埋め込みも有効です。

◆病気の予防はマナーです！
　犬や猫の伝染病のワクチン（混合ワクチン）及び、狂
犬病のワクチン接種を実施し、ノミ・マダニの駆除、フ
ィラリアの予防も確実に行ってください。これは避難所
に集まってくる他の動物や人に対してのマナーです。

地震 その時10のポイント地震　その時10のポイント
○グラッときたら身の安全
○落ちついて　火の元確認　初期消火
○あわてた行動　けがのもと
○窓や戸を開け　出口を確保
○落下物　慌てて外に飛び出さない
○門や塀には　近寄らない
○正しい情報　確かな行動
○確かめ合おう　わが家の安全　隣りの安否
○協力し合って救出・救護
○避難の前に安全確認　電気・ガス

行政の取り組み行政の取り組み
防災行政無線専用テレホンサービス　
　防災行政無線で放送した内容をフリーダイヤルで24
時間いつでも確認できるようになりました。放送を聞き
逃した時などにご利用ください。
【防災行政無線専用テレホンサービス】
10800－800－9991

メール配信サービス　
　災害情報や火災情報、稲城市からのお
知らせなどを配信しています。詳しくは
市 HP をご覧ください（携帯電話の方は
右記ＱＲコードからご登録ください）。

防災ブック「東京防災」
　東京都が各家庭に首都直下地震等に対する備えが万全
となるよう、9月1日から配布します。今後防災ブック
を活用した防災キャンペーンを実施する予定です。詳細
は市 HP 等でお知らせします。

家族での日頃からの備え
　家庭では、日頃から非常時の持ち出し品を準備し
ておきましょう。また、万一の時に慌てないために、
避難所や避難経路などを、事前に話し合いましょう。

非常時の持ち出し品

食料品 
※調理不要の 
非常食3日分 
程度 

飲料水 
※1人あたり1日 
3リットルを3日分 

衣類（季節に応じて 
ジャンバーなど） 

ティッシュ・ 
トイレットペーパー 

救急薬品・ 
常備薬 

現金 

携帯 
ラジオ 

懐中電灯 
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
9
月
の
作
業
日
・
地
区　

9
／
8（
火
）・
向
陽
台
、
9
／　
（
火
）・
矢
野
口
、
9
／　
（
火
）・
坂
浜
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

15

29

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

下下
水水
道道
をを

正正
しし
くく

使使
いい
まま
しし
ょょ
うう

ごみの量（7月） 
家庭ごみ　前年同月比で約4.1％の減量 

1人1日当たり（ g ）市内収集量（ｔ）区　分
（△21）436（△43）1,180燃えるごみ
（+1）36（+3）98燃えないごみ
（△20）472（△40）1,278合　計

※（　　）内は前年同月比です。

▽
測
定
地
点　

校
庭
ま
た
は
園
庭

▽
測
定
機
器　

堀
場
製
作
所
製
Ｐ

Ａ－

１
０
０
０
（
小
中
学
校
）
、

日
立
ア
ロ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
社
製
Ｔ

Ｃ
Ｓ－

　

Ｂ
（
保
育
園
・
幼
稚
園
）

１７２

▽
測
定
方
法　
　

秒
ご
と
５
回
の

６０

繰
り
返
し
測
定
に
よ
る
平
均
（
Ｐ

Ａ－

１
０
０
０
）
、　

秒
ご
と
５

３０

回
の
繰
り
返
し
測
定
に
よ
る
平
均

（
Ｔ
Ｃ
Ｓ－

　

Ｂ
）

１７２

▽
測
定
日　

平
成　

年
８
月
３
日

２７

か
ら　

日
１２

（
注
）
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
に
よ
る
一

般
の
人
が
受
け
る
平
常
時
の
放
射

市
内
の

市
内
の
空
間
空
間

放
射
線
量

放
射
線
量
測
定
結
果

測
定
結
果

　

測
定
結
果
は
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
（
以
下
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
勧
告

の
指
標
値
以
下
で
し
た
（
注
）
。

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
出
産
し
た
際
、
出
産

育
児
一
時
金
と
し
て
出
産
児
一
人

に
つ
き　

万
円
が
支
給
さ
れ
ま

４２

す
。

　

医
療
機
関
直
接
支
払
制
度
を
利

用
し
、
出
産
費
用
が　

万
円
未
満

４２

の
場
合
や
医
療
機
関
直
接
支
払
制

度
を
利
用
し
な
い
場
合
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
条
件　

妊
娠　

週（　

日
）

１２

８５

以
降
の
出
産

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
保
険

証
②
印
鑑
③
出
産
費
用
の
領
収
書

ま
た
は
請
求
書
④
出
産
育
児
一
時

金
直
接
支
払
制
度
の
利
用
に
関
す

る
確
認
書
⑤
振
り
込
み
先
が
分
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
⑥
死
産
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

医
療
費
の
一
部

医
療
費
の
一
部

負
担
金
限
度
額
と

負
担
金
限
度
額
と

入
院
時
食
事
代
の

入
院
時
食
事
代
の

減
額
減
額

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
、
「
限
度

　

市
で
は
生
ご
み
の
減
量
を
目
指

し
、
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
は
、

機
種
・
販
売
店
な
ど
問
わ
ず
助
成

対
象
で
、
通
販
で
の
購
入
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
購
入
す
る
前
に
環
境
課
へ
「
生

ご
み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
」及
び「
排

気
ガ
ス
の
抑
制
に
よ
る
大
気
汚
染

抑
制
」
の
一
環
と
し
て
、
マ
ジ
オ

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
多
摩
校

と
連
携
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
家
計
」
に
も
や
さ
し
い
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
民
の
方
で
、
日
常
生
活
で
車

を
運
転
さ
れ
る
方
（
ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
不
可
）

※
後
日
、
講
習
会
の
結
果
票
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。

■場
 

マ
ジ
オ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
多
摩
校
（
百
草
園
駅
よ
り
徒
歩

１
分
）

■内
 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
講
習
と
実
技

教
習
（
３
時
間　

分
程
度
）

３０

■申
 

電
話
（
申
込
先
着
順
）

▽
受
講
方
法　

申
込
受
付
後
、
講

習
会
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
の

　

購
入
申
請
書
は
環
境
課
、平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
（
市 　 
か
ら
も
入
手
可
）
。

HP

助成上限額（1基あたり）長所特徴種別

容量190リットル未満
＝3,000円

容量190リットル以上
＝6,000円

※1世帯2基まで

電動式と比
べ、安価で
購入できま
す。

庭・畑がある家庭
向きです。枯葉や
腐葉土と生ごみを
混ぜることで、微
生物が生ごみを分
解し、堆肥になり
ます。

生
ご
み 
堆  
肥 
化
容
器

た
い 

ひ

（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
な
ど
）

共同住宅向きで
す。消化酵素入り
の基材と生ごみを
混ぜることで、生
ごみが分解され、
消滅します。

生
ご
み
減
容
器

（
く
う
た
く
ん
な
ど
）

10,000円

※1世帯1基まで

かき回す手
間が無く、
どなたでも
簡単に使用
できます。

屋内使用にお勧め
です。スイッチ一
つでごみを処理し
てくれます。

電
動
生
ご
み

処
理
機

※機種・販売店を問わず、購入金額の2分の1の額を助成します（上限額は上表参照）。
※「生ごみ処理容器」は、上記以外にも様々な種類がありますので、詳しくは
販売店やメーカーにお問い合わせください。

線
量
の
指
標
は
年
間
１
ｍ　

以
下

Sv

（
自
然
放
射
線
量
等
を
除
く
）
で

す
。
今
回
の
測
定
結
果
を
基
に
し

た
年
間
換
算
値
の
推
計
は
年
間

０
・　

ｍ　

以
下
（
自
然
放
射
線

３７

Sv

量
等
を
含
む
）
で
し
た
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

で
、
各
自
で
マ
ジ
オ
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
多
摩
校
に
講
習
日
時

を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

流
産
の
場
合
は
そ
れ
を
証
明
す
る

医
師
の
証
明
書

※
社
会
保
険
に
被
保
険
者
本
人
と

し
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
た
方

が
、
そ
の
保
険
を
や
め
て
か
ら
６

カ
月
以
内
に
出
産
し
た
場
合
は
、

希
望
に
よ
り
加
入
し
て
い
た
保
険

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
の
翌
日
か
ら
２
年
を
過
ぎ

る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

葬
祭
費
に
つ
い
て

　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

葬
祭
を
行
っ
た
方
に
５
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
保
険

証
②
印
鑑
③
葬
儀
を
行
っ
た
こ
と

が
分
か
る
も
の
（
会
葬
礼
状
ま
た

は
喪
主
の
名
前
入
り
の
領
収
証
）

④
振
り
込
み
先
が
分
か
る
も
の（
通

帳
な
ど
）

※
葬
祭
日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
過

ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

送
付
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
（
一
斉
更
新
）

　
　

月
１
日
以
降
に
使
用
で
き
る

１０
新
し
い
保
険
証
を
、
９
月
上
旬
か

ら
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
（
市

外
へ
は
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
）
。
不

在
の
場
合
は
、
９
月　

日（
水
）ま

３０

で
多
摩
郵
便
局
で
保
管
し
ま
す
の

で
、
再
配
達
を
希
望
す
る
場
合
、

不
在
連
絡
票
を
用
意
し
、
多
摩
郵

便
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
９
月　

日（
水
）ま
で
に
保
険
証

３０

が
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

医療費の一部負担金の限度額と入院時の食事代
食事代

（1食当たり）
外来＋入院（世帯ごと）の

限度額【月額】
外来（個人ごと）の
限度額【月額】

所得区分
（世帯全員が住民税非課税の場合）

260円44,400円12,000円認定証を提示しなかった場合　※

210円24,600円

8,000円

区分Ⅱ
世帯全員が住民税非課税

100円15,000円

区分Ⅰ
世帯全員が住民税非課税で、世帯全員
の年金収入が80万円以下で、その他
の所得がない方または老齢福祉年金を
受給している方
※認定証を掲示した場合との差額分は、医療費のみ高額療養費として後日払い戻しされます。

購入費を助成します購入費を助成します
生ごみ処理容器生ごみ処理容器

■先 ■問 環境課ごみ・環境課ごみ・
リサイクル係　　リサイクル係

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
（
以
下
、
認
定
証
）
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

保
険
適
用
の
医
療
費
の
負
担
と
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

▽
減
額
内
容　

左
上
表
の
と
お
り

■持
 

保
険
証
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う

も
の
）

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険

ののののののののののの
おおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知
ららららららららららら
せせせせせせせせせせせ

■問
 

保
険
年
金
課　
　

国
民
健
康
保
険
係

　

下
水
道
の
使
用
に
つ
い
て
家
庭

で
次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

①
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
に

な
る
の
で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の

残
り
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
流
さ
な

い
。

②
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
や
異
物
を
流
さ
な

い
。
ト
イ
レ
が
詰
ま
り
、
排
水
管

に
も
影
響
し
ま
す
。

▲カラーマンホールふたの展示
　

平
成　

年
１
月
か
ら
個
人
番
号

２８

カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
る
の

に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
の
発
行
業
務
は

　

月　

日（
月
）で
終
了
し
、
併
せ

１２

２８

て
住
基
カ
ー
ド
向
け
電
子
証
明
書

の
発
行
・
更
新
も　

月　

日（
火
）

１２

２２

で
終
了
し
ま
す
。

※
既
に
お
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
、

電
子
証
明
書
は
有
効
期
限
ま
で
利

用
可
能
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
開
始

　

住
基
カ
ー
ド
に
替
わ
る
も
の
と

し
て
、
平
成　

年
１
月
か
ら
個
人

２８

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま

す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す

る
場
合
、
住
基
カ
ー
ド
は
回
収
さ

住住
基基
カカ
ーー
ドド
・・

電電
子子
証証
明明
書書

発発
行行
業業
務務
はは

月月
末末
でで

１１22

終終
了了
しし
まま
すす

③
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
揮

発
性
の
高
い
危
険
物
は
、
下
水
道

管
の
中
で
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
る
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
。

下
水
道
展
を
開
催

　

市
で
は
、
下
水
道
の
役
割
や
正

し
い
使
い
方
な
ど
を
紹
介
す
る
下

水
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

■日
 

■時
 

９
月
９
日（
水
）午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時
、　

日（
木
）午
前

１０

８
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■問
 

下
水
道
課
施
設
管
理
係

れ
ま
す
（
二
重
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
）
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
確
定
申

告
（
ｅ－ イ

ー

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
検
討
し
て

タ

ッ

ク

ス

い
る
方
へ

　

ｅ－

Ｔ
Ａ
Ｘ
で
確
定
申
告
を
行

い
た
い
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
だ
け
で
電
子
証
明
書

を
利
用
で
き
ま
す
（
初
回
無
料
）。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
に
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発

行
せ
ず
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て

電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
希
望

の
方
は
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

コンポスター

受
講
者
募
集

受
講
者
募
集

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

講
習
会

講
習
会

測定結果
測定値（μSv／h）測定場所 100cm／5cm
0.054／0.052稲城第一小学校
0.045／0.045稲城第二小学校
0.056／0.061稲城第三小学校
0.052／0.066稲城第四小学校
0.050／0.060稲城第六小学校
0.052／0.053稲城第七小学校
0.046／0.042向陽台小学校
0.040／0.043城山小学校
0.035／0.036長峰小学校
0.031／0.030若葉台小学校
0.039／0.037平尾小学校
0.061／0.068南山小学校
0.049／0.049稲城第一中学校
0.054／0.057稲城第二中学校
0.042／0.047稲城第三中学校
0.043／0.037稲城第四中学校
0.031／0.030稲城第五中学校
0.054／0.059稲城第六中学校
0.04／0.04市立第三保育園
0.05／0.06市立第四保育園
0.04／0.04市立第五保育園
0.05／0.05市立第六保育園
0.05／0.03ひらお保育園
0.06／0.06松葉保育園
0.05／0.05向陽台保育園
0.05／0.05城山保育園

0.06／0.06もみの木保育園
長峰

0.05／0.05若葉台バオバブ
保育園

0.05／0.06もみの木保育園
若葉台

0.05／0.06中島ゆうし保育園
0.03／0.04城山保育園　南山
0.07／0.07本郷ゆうし保育園

0.06／0.06フェリーチェ
稲城長沼園

0.04／0.04青葉幼稚園
0.05／0.04コマクサ幼稚園

0.05／0.05
駒沢女子短期大
学付属こまざわ
幼稚園

0.04／0.04はなぶさ幼稚園
0.04／0.03平尾わかば幼稚園
0.04／0.04矢の口幼稚園
0.04／0.05梨花幼稚園

※測定機器により桁数が異なります。



（5）　代表電話は042－378－2111 27・９・１

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

■対
 

小
学
生
以
下
と　

歳
以
上
の

６５

方

※
年
齢
の
分
か
る
も
の
が
必
要

で
す
。

■日
 

９
月　

日（
月
）

１４

■場
 

稲
城
浴
場
（
大
丸　

）
２２１

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

■問
 

稲
城
浴
場　

1　

・
７
２
２

３７７

２
、
稲
城
市
経
済
観
光
課
商
工

係

　

申
請
書
や
申
請
用
の
封
筒
等

を
広
報
い
な
ぎ
と
一
緒
に
全
戸

配
布
し
ま
し
た
。
支
給
要
件
や

記
入
例
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

郵
送
〔
９
月
１
日（
火
）〜
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付
〕

■限
 
　

月
１
日（
火
）消
印
有
効

１２
■問
 

○
生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給

付
金
担
当　

1　

・
８
８
７
６

３７７

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

○
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口　

1
０
５
７
０
・　

・　

（
毎
日

０３７

１９２

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

※
詳
細
は
「
厚
生
労
働
省
」 　 HP

内
「
２
つ
の
給
付
金
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
請
を

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

受
け
付
け
ま
す

臨
時
福
祉

臨
時
福
祉給

付
金

給
付
金

　

福
祉
く
ら
し
の
相
談
窓
口
で

は
、
「
生
活
で
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
」
「
仕
事
に
就
き
た
い
の

に
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
「
食

べ
る
も
の
が
な
く
て
困
っ
て
い

る
」
な
ど
の
相
談
を
伺
い
、
自

立
し
た
生
活
に
向
け
た
支
援
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

■先
 

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

福
祉
く
ら
し
の
相
談
窓
口

福
祉
く
ら
し
の

福
祉
く
ら
し
の

相
談
窓
口

相
談
窓
口

障
害
の
あ
る
方
な
ど
に
発
行
し
ま
す

障
害
の
あ
る
方
な
ど
に
発
行
し
ま
す

都
営
地
下
鉄
・
都
バ
ス
な
ど

都
営
地
下
鉄
・
都
バ
ス
な
ど

都
営
交
通
の
無
料
乗
車
券
、

 
都
営
交
通
の
無
料
乗
車
券
、

都
営
交
通
乗
車
証

都
営
交
通
乗
車
証

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

都
営
交
通
の
無
料
乗
車
券

■対
 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

を
除
く
次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
Ａ
券
（
通
用
期
間
３
年
）
＝
身

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
・
被
爆
者
健
康
手
帳

（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
に
限
る
）

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
方

②
Ｂ
券
（
通
用
期
間
１
年
）
＝
生

活
保
護
受
給
世
帯
員
、
児
童
扶
養

手
当
受
給
世
帯
員
、
被
救
護
者

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

い
な
ぎ

い
な
ぎ

高
次
脳
機
能
障
害

高
次
脳
機
能
障
害

み
ん
な
の
集
い

み
ん
な
の
集
い

　

突
然
の
病
気
や
事
故
等
に
よ
る

脳
の
損
傷
の
た
め
高
次
脳
機
能
障

害
を
負
っ
た
方
々
や
ご
家
族
が
集

い
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
情
報
交
換
す
る
場
で
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
高
次
脳
機
能
障
害

の
方
と
そ
の
ご
家
族

■日
 

９
月　

日（
土
）

１２

稲
城
市

稲
城
市

特
殊
疾
病

特
殊
疾
病
患
者
患
者

見
舞
金

見
舞
金

　

難
病
に
り
患
し
て
い
る
方
で
、

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給

者
証
ま
た
は
○都
 

医
療
券
を
お
持
ち

の
方
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
で
未
受
給
の
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
難
病
の
拡
大
を
受

け
て
、
制
度
改
正
を
行
い
、
対
象

と
な
る
方
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
受
給
し
て
い
て
、

今
後
対
象
外
と
な
る
方
に
は
個
別

に
ご
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
中
の
方
は
毎
年
の

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
く
な
り

ま
し
た
。
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
ま
た
は
○都
 

医
療
券

の
更
新
を
も
っ
て
支
給
継
続
と
な

り
ま
す
。

■対
 

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
稲
城
市
に
住
所
が
あ
る
方

②
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
を
お
持
ち
で
負
担
上
限
額

が
０
円
で
な
い
方
、
ま
た
は
対
象

疾
病
の
○都
 

医
療
券
を
お
持
ち
の
方

※
対
象
疾
病
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

市
で
は
、
敬
老
の
日
に
先
立
ち

「
お
と
し
よ
り
へ
の
感
謝
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。
地
区
別
に

午
前
・
午
後
の
２
部
制
で
行
い
ま

す
。

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
バ

ス
停
車
場
所
及
び
出
発
時
刻
は
、

案
内
状
に
同
封
の
「
送
迎
バ
ス
時

刻
表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
住
で　
歳
以
上
の
方（
９

７０

月　

日
現
在
）

１５
▽
式
典　

高
齢
者
表
彰

▽
演
芸　

マ
グ
ナ
ム
小
林
（
バ
イ

オ
リ
ン
漫
談
）
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ

ク
ス
（
歌
謡
シ
ョ
ー
）

※
歩
行
が
心
配
な
方
は
、
ご
家
族

の
付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
族
の
付
き
添
い
を
さ
れ
る
方

や
車
イ
ス
で
の
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
９
月
４
日（
金
）ま
で
に

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
暑
い
中
で
の
式
典
で
す
の
で
、

体
調
に
十
分
留
意
し
、
会
場
内
で

の
健
康
管
理
及
び
服
装
の
調
整
は

ご
自
身
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
の
コ
ツ
を
知
る
こ
と
で
、

介
護
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
心
身

の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。
立
ち

上
が
る
時
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す

へ
移
る
時
等
の
介
護
の
仕
方
に
つ

い
て
実
技
も
交
え
お
話
し
し
ま
す
。

■対
 

介
護
を
し
て
い
る
家
族
、
関
心

の
あ
る
方

■日
 

９
月　

日（
金
）

１８

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■定
 
　

人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

１５
■講
 

長
井　

陽
海
氏（
作
業
療
法
士
）

■申
 

電
話
〔
９
月
２
日（
水
）〜
〕

参
加
者
募
集

転転
倒倒
骨骨
折折
予予
防防
事事
業業

男男
性性
のの
体体
操操
教教
室室

　

い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
を

続
け
る
た
め
の
男
性
向
け
の
体
操

教
室
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
全
回
参

６５

加
で
き
る
方

■日
 

９
月　

日
〜　

月　

日
（
毎
週

１８

１１

２０

金
曜
日
の
計　

回
）

１０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

介
護
予
防
教
室

高高
齢齢
期期
のの

ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ

教教
室室

（（
初初
心心
者者
向向
けけ
））

　

健
康
運
動
指
導
士
を
招
き
、
正

し
い
歩
き
方
を
学
び
ま
す
。
正
し

い
歩
き
方
を
身
に
つ
け
て
、
無
理

■定
 
　

人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

１５
■内
 

転
倒
骨
折
予
防
を
中
心
と
し
た

筋
ト
レ
と
体
力
測
定

■講
 

石
坂　

淑
子
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
）

■申
 

電
話
〔
９
月
２
日（
水
）〜
〕

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

総
合
体
育
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム

■定
 
　

人
３０

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■講
 

倉
方　

て
る
美
氏
（
健
康
運
動

指
導
士
）

■持
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
靴
と

服
装
、
水
分
補
給
の
飲
み
物

■申
 

電
話
〔
９
月
２
日（
水
）〜
〕

■限
 

９
月　

日（
金
）

１８

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

都営交通無料乗車券申請に必要な手帳など
手帳などの種類対象

身体障害者手帳身体障害者手帳の交付を受けた方
愛の手帳（東京都療育手帳）愛の手帳の交付を受けた方
戦傷病者手帳戦傷病者手帳の交付を受けた方
被爆者健康手帳、厚生労働大臣の認
定書、健康管理手当証書被爆者健康手帳の交付を受けた方

保護開始決定通知書、保護証明書生活保護受給世帯員
児童扶養手当決定通知書、児童扶養
手当証書児童扶養手当受給世帯員

当該施設の長が発行する証明書被救護者

■申
 

持
参
〔
手
帳
な
ど
（
左
上
表
の

と
お
り
）
、
乗
車
券
の
旧
券
（
更

新
の
方
の
み
）
〕

都
営
交
通
乗
車
証

（
通
用
期
間
２
年
）

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
都

営
交
通
乗
車
証
を
発
行
し
ま
す
。

■申
 

次
の
窓
口
に
持
参
〔
①
精
神
保

健
福
祉
手
帳
②
乗
車
証
の
旧
券（
更

新
の
方
の
み
）
〕

○
磁
気
券
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
発
行
＝

都
営
地
下
鉄
定
期
券
発
売
所
の
窓

口○
紙
券
発
行
＝
障
害
福
祉
課
障
害

福
祉
係

給
付
金
支
給
を
装
っ
た
振
り
込

め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

○
市
や
厚
生
労
働
省
等
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
等
が
給
付

金
を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数

料
等
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

月
以
降
も
月
１
回
開
催
予
定

１０
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

稲
城
市
障
害
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ　
1　
・３７９

９
２
３
４

な
く
長
く
続
け
ま
し
ょ
う
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
で
、

６５

こ
れ
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
て
間
も
な
い
方

■日
 
　

月
５
日（
月
）

１０

99月月1133日日（（日日））
午午前前のの部部＝＝午午前前99時時3300分分～～
午午後後のの部部＝＝午午後後11時時3300分分～～
駒駒澤澤学学園園記記念念講講堂堂

（（坂坂浜浜223388））

長長
寿寿
をを
おお
祝祝
いい
しし
てて

記記
念念
品品
をを
贈贈
りり
まま
すす

　

９
月
中
旬
か
ら　
月
末
ま
で
に
、

１０

次
の
対
象
者
の
ご
自
宅
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
記
念

品
を
お
届
け
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
①
最
高
齢
の
方
②

　

歳
及
び　

歳
の
方
（
９
月　

日

１００

８８

１５

現
在
）

第44回

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおととととととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししししししよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののおとしよりへの
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝ののののののののののののののののののののののののののつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい感謝のつどい
おおととししよよりりへへのの
感感謝謝ののつつどどいい

■問 高齢福祉課高齢福祉係

▲

マ
グ
ナ
ム
小
林

家
族
介
護
教
室

知知
っっ
てて
ほほ
しし
いい

介介
護護
のの
ココ
ツツ

（（
移移
動動
編編
））

小小学学生生以以下下とと
6655歳歳以以上上のの方方のの
料料金金がが無無料料
敬敬老老湯湯

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０

▲

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス

■持
 

案
内
状
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相馬市長コメント相馬市長コメント
　震災後、相馬市に対する稲城市の皆様からの温かいご支援に、私たち
相馬市民は強く励まされてきました。そのご恩は、歴史が続く限り忘れ
ることはありません。
　昨年7月に�橋市長から、友好都市協定のご提案
をいただき大変嬉しく思いました。
　復旧支援や応援職員の派遣に加え、市民間の交流
を重ねてきたことで、相馬市と稲城市の間に友情が
芽生えてきました。
　東日本大震災の発生から4年5カ月が経過します
が、あらためて、稲城市の皆様の温かいご支援に感
謝するとともに、今回の友好都市協定の締結が、今
後の両市にとって大きな力となり、明るい未来への
扉が大きく開かれることを期待します。

　

平
成　

年
３
月　

日
の
東
日

２３

１１

本
大
震
災
で
は
、
相
馬
市
は
震

度
６
弱
、
９
・
３
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
大
津
波
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
死
者
は

　

名
で
、
地
震
・
津
波
に
よ
る

４５８住
家
被
害
は
５
８
４
８
棟
（
う

ち
全
壊
１
０
９
７
棟
）
、
震
災

後
約
３
ヵ
月
は
約
４
４
０
０
名

の
市
民
が
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懸
命
な
復
興
が
進

め
ら
れ
、
ガ
レ
キ
の
撤
去
、
災

害
廃
棄
物
の
処
理
、
応
急
仮
設

住
宅
の
整
備
、
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
、
防
災
倉
庫
、
井
戸
端

長
屋
（
独
居
被
災
者
用
の
共
助

住
宅
）
の
整
備
な
ど
が
実
施
・

完
了
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
状
況

復
興
状
況

　

震
災
の
経
験
を
活
か
し
て
造

ら
れ
た
相
馬
市
防
災
備
蓄
倉
庫

『
相
馬
兵
糧
蔵
』
は
、
有
事
の

際
に
備
え
て
毛
布
や
布
団
、
飲

料
水
、
主
食
、
副
食
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
、
発
電
機
な
ど
を
備
え

て
い
る
ほ
か
、
平
常
時
に
は
災

害
時
応
援
協
定
締
結
自
治
体
と

の
地
域
間
交
流
施
設
や
、
防
災

教
育
研
修
施
設
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
品
は
、
稲
城
市
に
災
害

が
あ
っ
た
際
に
は
、
支
援
物
資

と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
敷
地
内
に
は
東
日
本
大

震
災
で
殉
職
さ
れ
た
消
防
団
員

の
功
績
や
、
津
波
の
被
害
を
後

世
に
伝
え
る
碑
文
を
記
し
た
顕

彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

相相
馬馬
市市
防防
災災
備備
蓄蓄
倉倉
庫庫

『『
相相
馬馬
兵兵
糧糧
蔵蔵
』』

▲立谷市長

▲

相
馬
兵
糧
蔵

▲震災直後の状況 ▲震災直後の状況

稲城市長コメント稲城市長コメント
　東日本大震災の復旧・復興支援をきっかけに育まれてきた両市の繋が
りが、今回、相馬市と友好都市協定締結という形に結び付いたことを嬉
しく思います。
　相馬市は、復興の途上にありますが、相馬中村神
社や相馬野馬追などの歴史や文化に触れられる場所
や行事があり、また、広大なパークゴルフ場やサッ
カー場など、スポーツ施設も充実しており、様々な
分野での市民交流が可能であると考えます。
　今回の友好都市協定を機に、今まで培ってきた両
市の友情を今後も大切にするとともに、これまで以
上に幅広い市民同士の交流が図られていくことを期
待しています。 ▲�橋市長

▲友好都市協定書

　

８
月　

日
、
福
島
県
相
馬
市
役

１８

所
で
「
東
京
都
稲
城
市　

福
島
県

相
馬
市　

友
好
都
市
協
定
」
締
結

式
を
執
り
行
い
、
稲
城
市
長
と
相

馬
市
長
の
両
市
長
に
よ
り
、
「
友

好
都
市
協
定
書
」
に
署
名
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
席
し
た
相
馬
市
友
好
都
市
検

討
委
員
会
（
稲
城
市
と
の
友
好
都

市
提
携
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て

き
た
市
民
会
議
。
６
月
に
は
稲
城

市
を
視
察
に
訪
れ
た
）
の
皆
様
か

ら
は
、
友
好
都
市
提
携
を
祝
福
す

る
盛
大
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
友
好
都
市
協
定
の
目

的
で
あ
る
、
「
両
市
の
市
民
の
間

に
芽
生
え
た
友
情
を
今
後
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
発
展
を

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
」
を
確
認

し
て
、
市
長
同
士
が
固
く
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
交
流
の
経
緯

　

平
成　

年
３
月　

日
、
東
日
本

２３

１１

大
震
災
が
発
生
し
、
福
島
県
相
馬

市
も
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
発
生
直
後
、稲
城
市
で
は
、

相
馬
市
へ
救
援
物
資
の
搬
送
や
被

災
地
復
旧
・
捜
索
活
動
の
た
め
職

員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
救
護
支
援

に
取
り
組
み
、
こ
の
救
護
支
援
を

き
っ
か
け
に
、
平
成　

年
６
月
に

２３

は
災
害
時
等
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
稲
城
市
の
土
木
技
術

職
員
を
毎
年
１
人
、
相
馬
市
へ
派

遣
し
、
市
道
復
旧
、
避
難
道
路
整

備
等
の
業
務
を
担
当
と
し
て
、
継

続
的
に
復
興
支
援
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は

２７

「
稲
城
市
友
好
都
市
提
携
検
討
市

民
会
議
」
を
設
置
し
、
友
好
都
市

の
提
携
に
向
け
て
、
調
査
・
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

稲稲城城市市・・相相馬馬市市
「「友友好好都都市市協協定定」」締締結結
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史・・・・・・・・・・・・・文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化「「「「「「「「「「「「「相相相相相相相相相相相相相馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬野野野野野野野野野野野野野馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬追追追追追追追追追追追追追」」」」」」」」」」」」」

　海と緑・・・美しい自然と温暖な気候に恵まれた相馬市。そ
の自然景観を代表するものが日本百景のひとつに挙げられる
「松川浦」です。
　かつての松川浦は、
海苔・アサリの養殖が
行われ、潮干狩りや船
釣りなどが楽しめ、年
間100万人が訪れる観
光地でしたが、津波に
より壊滅的な被害に見
舞われました。
　現在は復興に向けた
懸命な取り組みが続け
られており、地元有志
が「復興チャレンジグ
ルメ」を立ち上げ、各
店舗で旬の魚介類を使
った海鮮料理を味わえ
ます。

　相馬市は、降水量が少なく比較的温暖な気候条
件に恵まれ、山間部を除いて、ほとんど積雪があ
りません。また、臨海地帯のため、夏は30度を
超すことも少なく、年間を通じスポーツに適した
地です。
　こうした環境を活かし、スポーツを軸とした観
光施策に積極的に取り組んでいます。
①光陽サッカー場
　平成23年7月にオープンし、平成25年度には
東日本大震災復興支援として国際サッカー連盟
（ＦＩＦＡ）及び日本サッカー協会（ＪＦＡ）の
支援を受け、天然芝コート3面・人工芝コート1面
を整備し、さらに、相馬市で人工芝コート1面を
増設しました。
　サッカー世代別日本代表やなでしこジャパンの
合宿地などにも利用されています。
②光陽パークゴルフ場
　クラブ1本とボール1個で、子どもから高齢者
まで手軽に楽しめるスポーツとして、人気上昇中
なのが「パークゴルフ」です。東日本屈指の規模
を誇る「光陽パークゴルフ場」と国際公認コース
である「松川浦パークゴルフ場」の二つの施設があ
り、まさにパークゴルフのメッカとなっています。
③光陽ソフトボール場
　ソフトボール場が4面あり、四試合同時進行が
可能であるともに、外野に芝生を張り、より魅力
的なソフトボール場となっています。

▽人口　35,950人

▽世帯数
　　14,187世帯

▽面積
　　197.80km2

　　（平成27年8月1日現在）

　相馬と言えば「相馬野馬追」、毎年7月最後の土・日・月曜日の3日間、相
馬市をはじめ、旧相馬中村藩領内で行われます。先祖伝来の古式 甲冑 に身を固

かっちゅう

めた騎馬武者が500余騎出場し、勇壮華麗な戦国絵巻が繰り広げられます。
　一千年有余年の歴史と伝統を誇るこの相馬野馬追は、国の重要無形民俗文化
財に指定され、『世界一の馬の祭典』とも言われています。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光・・・・・・・・・・・・・グググググググググググググルルルルルルルルルルルルルメメメメメメメメメメメメメ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆スススススススススススススポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツ

▲光陽サッカー場

▲光陽パークゴルフ場

▲光陽ソフトボール場

▲復興チャレンジ丼

▲そうま復興米刈り入れ▲コウナゴ試験操業

民謡と野馬追の里民謡と野馬追の里

相馬市を紹介します

読読売売ジジャャイイアアンンツツ�������� ～～両両市市ゆゆかかりりののひひとと～～

鈴鈴木木尚尚広広選選手手かかららののメメッッセセーージジ（（相相馬馬市市出出身身））

　自分が生まれ育った故郷「相馬市」と、プロ野球選手
として育ててくれた「稲城市」が友好都市協定を結ぶこ
とを嬉しく思います。
　稲城市と言えばやはりジャイアンツ球場ですね。静か
な環境の中で集中して練習に取り組めています。また、
稲城の梨は、練習の帰り道、よく買って帰っていました。
　相馬市は自然が多く、暖かい気候で農業が盛んです。
秋に行われる「そうま市民まつり」も大勢の人で賑わい
ます。都心にはない開放感が味わえますので、ぜひ一度お越しください。
　東日本大震災から4年を迎えましたが、相馬市はまだ復興の途中です。震災
直後に、稲城市が迅速に支援をしていただいたと聞いています。復興に進んで
いるのは、稲城市をはじめ多くの方々のサポートのお陰です。
　この度の友好都市協定の締結を機に、お互いが様々な交流を通じて今まで以
上に密な関係を作り上げていってほしいです。私自身たくさんの思いが詰まっ
た両都市です。力になれることがあれば、積極的に協力していきたいです。

【写真提供：読売巨人軍】

メメカカニニッッククデデザザイイナナーー������～～両両市市ゆゆかかりりののひひとと～～
大大河河原原邦邦男男先先生生かかららののメメッッセセーージジ（（稲稲城城市市在在住住））

　私の家は稲城市で江戸時代から13代続いている家で
すが、母が相馬市の出身ということもあり、今回の友好
都市協定の締結を嬉しく思っています。
　幼少期に母に連れられて何度も相馬市に行っておりま
したので、非常に懐かしく思い出されます。相馬市は「相
馬野馬追」などがあり、とても歴史深い街だと感じてい
ます。私も中学生の頃、甲冑を着けさせてもらったこと
もありました。実は、ガンダムの頭は侍やちょんまげが
ヒントなんです。
　稲城市は都心から電車で30分程度と住みやすい街です。来年には稲城長沼駅
高架下にガンダムとザクのモニュメントも建つ予定で、毎年少しずつ魅力的な
街に発展していくところだと思います。相馬市の皆様も、訪問されるたびに新
しい稲城市を感じていただけると思います。
　相馬市は歴史の古い城下町なので、ぜひ、稲城市の皆様も相馬市の歴史に触
れられるような交流をしてほしいと思います。
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実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

就
学
時

就
学
時健

康
診
断

健
康
診
断

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
入
学

２８

予
定
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
就
学

時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の

健
康
診
断
で
は
、
就
学
前
に
お
子

さ
ん
の
心
身
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
保
健
上
必
要
な
助
言
・
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

通
知
書
は
、　

月
中
旬
ま
で
に

１０

順
次
送
付
し
ま
す
。

　

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

は
、
指
定
日
以
外
の
学
校
で
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
変
更
を
希
望

す
る
方
は
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
指
定
日
・
指
定
会
場
等
を

ご
確
認
の
う
え
学
務
課
学
務
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
健
診
日
は　

月　

日（
月
）が
最

１１

３０

終
日
で
す
。

■対
 

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
入
学

２８

予
定
の
お
子
さ
ん

■日
 

■時
 

■場
 

右
表
の
と
お
り

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
国
立・

私
立
な
ど
の
小
学
校
へ
就
学
を
予

定
ま
た
は
決
定
し
て
い
る
方
は
、

学
務
課
学
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■問
 

学
務
課
学
務
係

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■対
 

０
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の

方■時
 

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

４５

ひ
と
り
親
家
庭

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

■対
 

家
事
ま
た
は
育
児
等
の
日
常
生

活
に
支
障
が
生
じ
て
お
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭

①
ひ
と
り
親
家
庭
に
な
っ
て
か
ら

２
年
以
内
の
場
合

②
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
場
合

③
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は
中

学
生
以
下
の
児
童
が
一
時
的
傷
病

の
場
合

④
親
族
等
の
冠
婚
葬
祭
に
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
が
出
席
す
る
場
合

⑤
日
常
の
家
事
及
び
育
児
を
行
っ

て
い
る
同
居
の
祖
父
母
等
が
一
時

的
傷
病
の
場
合

⑥
技
能
習
得
の
た
め
の
通
学
、
就

職
活
動
、
出
張
、
学
校
の
公
式
行

事
へ
の
参
加
等
の
場
合

⑦
そ
の
他
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

■内
 

食
事
の
世
話
、
育
児
、
住
居
の

清
掃
な
ど

※
原
則
月　

回
以
内
で
、
１
回
あ

１２

た
り
午
前
７
時
〜
午
後　

時
の
う

１０

ち
２
〜
８
時
間
以
内

■費
 

所
得
に
応
じ
た
本
人
負
担
や
利

用
時
間
に
よ
る
追
加
料
金
が
あ
り

ま
す
（
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
就
業
を
目

的
と
し
た
教
育
訓
練
に
関
す
る
講

座
（
以
下
「
教
育
訓
練
講
座
」
）

を
受
講
す
る
母
ま
た
は
父
に
対
し
、

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■対
 

次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
方

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
要
件
と
同
等
の
所
得
水
準

に
あ
る
方

②
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
を
開
始

す
る
日
に
、
雇
用
保
険
法
に
基
づ

く
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格
を

有
し
て
い
な
い
方

③
過
去
に
母
子
家
庭
及
び
父
子
家

庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の

支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

▽
対
象
講
座　

雇
用
保
険
法
に
基

づ
く
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
教
育
訓
練
講
座

▽
支
給
額　

対
象
講
座
の
受
講
に

要
す
る
費
用
（
入
学
料
及
び
授
業

料
に
限
る
）
の　

分
の　

に
相
当

１００

２０

す
る
額
（
４
千
円
か
ら　

万
円
ま

１０

で
）

※
１
人
に
つ
き
１
講
座
ま
で

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

の
就
業
に
必
要
な
資
格
の
取
得
を

促
進
す
る
た
め
、
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■対
 

養
成
機
関
で
修
業
を
開
始
し
た

日
以
後
に
お
い
て
、
次
の
要
件
の

全
て
を
満
た
す
方

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
要
件
と
同
等
の
所
得
水
準

に
あ
る
方

②
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
次
の
対
象

資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
方

▽
対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
保
健
師
、助
産
師
、

理
容
師
、
美
容
師
な
ど

▽
支
給
月
額　

非
課
税
世
帯
＝　

万
円

１０

課
税
世
帯
＝
７
万　

円
５００

東
京
都
母
子
及
び
父
子

並
び
に
女
性
福
祉
資
金

　

都
内
に
６
カ
月
以
上
お
住
ま
い

の
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の

父
等
ま
た
は
配
偶
者
が
い
な
い
女

性
で
あ
り
、
貸
付
が
自
立
に
つ
な

が
る
と
判
断
さ
れ
、
償
還（
返
済
）

の
計
画
を
立
て
ら
れ
る
方
に
必
要

な
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
的
に
よ
り
数
種
類
の
資
金
に
分

か
れ
て
お
り
、
必
要
な
額
を
各
資

金
の
限
度
額
内
で
お
貸
し
し
ま
す
。

▽
東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資

金
の
対
象

　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
等
を
扶

２０
養
し
て
い
る
方

▽
東
京
都
女
性
福
祉
資
金
の
対
象

　

親
、
子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
扶
養

し
て
い
る
方
（
所
得
制
限
な
し
）

ま
た
は
年
間
所
得
が　

万
６
千
円

２０３

以
下
で
、
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母

と
し
て　

歳
未
満
の
子
を
扶
養
し

２０

た
こ
と
の
あ
る
方
ま
た
は
婚
姻
歴

の
あ
る　

歳
以
上
の
方

４０

　

日
曜
日
や
祝
日
に
保
護
者
の
就

労
等
に
よ
り
保
育
を
必
要
と
す
る

お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
保
育
を
行

い
ま
す
。

▽
実
施
保
育
園　

本
郷
ゆ
う
し
保

育
園

▽
事
業
開
始
月　

平
成　

年　

月

２７

１０

※
詳
細
は
本
郷
ゆ
う
し
保
育
園
に

問
い
合
わ
せ
ま
た
は
市 　 
を
ご
覧

HP

く
だ
さ
い
。

■問
 

本
郷
ゆ
う
し
保
育
園　

1　

・
４０１

６
９
５
１
、
稲
城
市
子
育
て
支
援

課
保
育
・
幼
稚
園
係

在
宅
幼
児

在
宅
幼
児

教
育
費

 
教
育
費
をを

一
部
補
助

一
部
補
助
し
ま
す

し
ま
す

　

平
成　

年
度
現
在
、
幼
稚
園
や

２７

保
育
園
に
通
園
し
て
い
な
い
幼
児

の
保
護
者
を
対
象
に
、
在
宅
に
よ

支
給
し
ま
し
た

支
給
し
ま
し
た

児児
童童
扶扶
養養
手手
当当

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象
に

支
給
す
る
児
童
扶
養
手
当
（
平
成

　

年
４
月
分
〜
７
月
分
）
を
８
月

２７中
旬
に
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま

し
た
。
該
当
す
る
方
は
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

振
込
口
座
を
変
更
し
た
場
合
や

該
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
振
り
込
ま

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
に

対
し
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
母
子
及
び
父
子
自
立
支
援
員
と
面
接
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひひ
とと
りり
親親
家家
庭庭
のの
方方
へへ

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

子育てサポーターの日
期日会場

9月24日（木）、10月22日（木）本郷児童館
9月10日（木）、10月  8  日（木）第二児童館
9月16日（水）、10月21日（水）第三児童館
9月17日（木）、10月15日（木）第四児童館
9月14日（月）、10月  5  日（月）城山児童館
9月  8  日（火）、10月20日（火）ｉプラザ

就学時健康診断日程
開始時間（受付時間）期日実施会場（所在地）

午後1時45分
（午後1時30分～2時）10月30日（金）稲城第一小学校（東長沼）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）10月27日（火）稲城第二小学校（坂浜）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）10月20日（火）稲城第三小学校（大丸）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月  2  日（月）稲城第四小学校（押立）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）10月23日（金）稲城第六小学校（大丸）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月  6  日（金）稲城第七小学校（矢野口）
午後1時45分
（午後1時40分～2時10分）11月27日（金）向陽台小学校（向陽台）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）11月  4  日（水）城山小学校（向陽台）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）11月24日（火）長峰小学校（長峰）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月12日（木）若葉台小学校（若葉台）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月17日（火）平尾小学校（平尾）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月30日（月）南山小学校（矢野口）

る
幼
児
教
育
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
（
幼
児
園
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
園
し

て
い
る
幼
児
の
保
護
者
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
稲
城
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
保

護
者

②
幼
稚
園
ま
た
は
保
育
園
に
通
園

し
て
い
な
い
平
成　

年
４
月
１
日

２７

現
在
満
４
・
５
歳
児
（
平
成　

年
２１

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日

２３

生
ま
れ
）
の
保
護
者

③
幼
児
と
同
居
し
、
そ
の
生
計
を

維
持
し
て
い
る
保
護
者

▽
交
付
時
期
・
方
法　

前
期
分（
４

〜
９
月
）
は　

月
末
に
、
後
期
分

１０

（　

〜
３
月
）
は
３
月
末
に
指
定

１０
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

月
額
３
５
０
０
円

（
４
・
５
歳
児
と
も
同
額
）

■申
 

持
参

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
保
育・

幼
稚
園
係
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
で
配
布

■限
 

９
月　

日（
木
）

２４

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚

園
係

　

稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森
で
は
、
豊

か
な
自
然
の
中
で
散
策
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
放
期
間　
９
月
〜　
月
の
土・

１１

日
曜
日
、
祝
日〔
９
月　

日（
日
）・

１３

　

日（
日
）を
除
く
〕

２７▽
開
放
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

■申
 

不
要
（
た
だ
し
、　

人
以
上
の

１０

団
体
は
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
）

▽
禁
止
事
項
及
び
注
意

○
飲
酒
、ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
入
場
、

カ
ラ
オ
ケ
等
他
人
の
迷
惑
と
な
る

も
の 稲城ふれあいの森稲城ふれあいの森

一般開放中一般開放中

○
天
候
不
良
や
市
主
催
事
業
等
に

よ
り
、
開
放
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
開
放
日
等
の
詳
細
は

市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP
森
の
た
か
ら
ば
こ

　

昔
遊
び
や
工
作
の
体
験
が
で
き

ま
す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
直
接
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■日
 

■内
 

○
９
月
６
日（
日
）・
竹
工
作

（
竹
で
作
る
水
鉄
砲
等
）
、
あ
そ

び
コ
ー
ナ
ー
（
お
は
じ
き
、
お
手

玉
、
こ
ま
）

○
９
月　

日（
土
）・
竹
工
作
（
竹

２６

笛
、
竹
ト
ン
ボ
等
）
、
簡
単
に
作

れ
る
万
華
鏡
、
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

（
お
は
じ
き
、
お
手
玉
、
こ
ま
）

※
両
日
と
も
午
前　

時　

分
か
ら

１１

３０

お
は
な
し
会
を
実
施
し
ま
す
。

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▲おはなし会の様子

休
日
保
育
事
業

休
日
保
育
事
業

をを
開
始
し
ま
す

開
始
し
ま
す ■先■問 児童青少年課青少年係児童青少年課青少年係

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

1　

・
０
１
０
６

３７０

子育て子育て
サポーターの日サポーターの日



（9）　代表電話は042－378－2111 27・９・１

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回

第　

回
1111111111444444444414

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ
 
Ⅰ 
のののののののののの
まままままままままま
ちちちちちちちちちち

の
ま
ち

あ
い

いいいいいいいいいい
なななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

い
な
ぎ
市
民 
祭 

ま
つ
り

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

で
は
通
常
よ
り
も
お
得
な
特
別
価

格
で
観
戦
で
き
る
「
稲
城
市
民
シ

ー
ト
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
（
表

１
参
照
）
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
終
盤

戦
！
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
、
好
調

を
維
持
し
て
い
る
東
京
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
を
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

■場
 

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

■費
 

１
席
１
千
円

※
未
就
学
児
が
保
護
者
の
ひ
ざ
の

９
月
１
日（
火
）か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販

売
開
始
！

市
民
祭
コ
ン
サ
ー
ト

　

Ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
の
期

間
中
に
、
和
楽
器
を
使
っ
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
土
）

１０

２４

■時
 

午
後
６
時
開
演
（
開
場
＝
午
後

５
時　

分
）

３０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

▽
出
演　

ど
ん
が
ら
＆ 
和  
力 

わ 
り
き

■費
 

１
５
０
０
円
（
前
売
り
・
当
日

と
も
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
城
山
体
験
学
習
館
、
総
合
体

育
館
、
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
、
タ
カ

ハ
シ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ザ

※
売
切
れ
次
第
終
了

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
２

３７８

１
１
２

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
市
民
祭
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
趣

旨
に
賛
同
し
、
協
力
で
き
る
方

②
市
内
在
住
、
在
勤
の
方（
政
治
・

宗
教
・
営
利
団
体
を
除
く
）

③
出
店
責
任
者
は　

歳
以
上
で
、

２０

出
店
中
必
ず　

歳
以
上
の
方
を
配

２０

置
で
き
る
方

※
飲
食
物
・
動
植
物
の
販
売
は
で

き
ま
せ
ん
。

■日
 
　

月　

日（
土
）・　

日（
日
）

１０

２４

２５

※
い
ず
れ
か
１
日
で
も
可

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■場
 

稲
城
中
央
公
園
内
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
外
周
路

　

市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
と
文

化
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
民
の
方
（
外
国
人
歓
迎
）

■日
 

９
月　

日（
日
）

１３

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

８０
■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
〔
９
月
１
日

　

お
金
は
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
よ
り
豊
か
で
安
心
で

き
る
生
活
の
た
め
に
、
自
分
の
マ

ネ
ー
ラ
イ
フ
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■日
 

９
月　

日（
火
）

２９

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■講
 
 
熊  
崎 　
 
明  
子 
氏
（
金
融
広
報
ア

く
ま 
さ
き 

あ
き 
こ

ド
バ
イ
サ
ー
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■申
 

電
話

■先
 

消
費
者
ル
ー
ム　

1　

・
７
５

３７０

１
０（
平
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

午
後
１
時
〜
５
時
）

■主
 

稲
城
市
、
稲
城
市
消
費
者
ル
ー

　

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
未
然・

上
で
観
戦
す
る
場
合
は
無
料

※
購
入
の
際
は「
広
報
い
な
ぎ（
平

成　

年
発
行
分
）
」
ま
た
は
身
分

２７
を
証
明
で
き
る
も
の
を
販
売
協
力

店
（
表
２
参
照
）
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▽
販
売
席
数　

１
試
合　

席
（
先

２６０

着
順
）

ム
運
営
協
議
会

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

男
女
平
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

主主
婦婦
のの
再再
就就
職職

応応
援援
講講
座座

面
接
で

面
接
で

受
か
る
人

受
か
る
人
ににな

る
な
る

　

結
婚
や
出
産
な
ど
を
機
に
離
職

し
た
女
性
の
再
就
職
を
応
援
す
る

講
座
で
す
。
模
擬
面
接
も
あ
り
、

直
接
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

■日
 

９
月　

日（
水
）

３０

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■講
 
 
上  
田 　
 
晶  
美 
氏
〔（
株
）ハ
ナ
マ

う
え 
だ 

あ
け 
み

ル
キ
ャ
リ
ア
総
合
研
究
所
代
表
〕

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
９

月
２
日（
水
）〜
、
必
要
事
項
①
住

所
②
電
話
番
号
③
氏
名
④
年
代
〕

※
受
け
付
け
し
た
旨
を
返
信
し
ま

す
の
で
、
３
営
業
日
以
内
に
返
信

が
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
一
時
保
育
（
６
カ
月
以
上
の
未

就
学
児
）
を
希
望
す
る
方
は
、
９

月
２
日（
水
）〜　

日（
金
）に
、
お

１８

子
さ
ん
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
一

時
保
育
経
験
の
有
無
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
（
申
込
先
着
順
）
。

■先
 

■問
 

市
民
協
働
課
男
女
平
等
参
画

係　

5　

・
５
６
７
７
、
� shi
３７８

m
inkyoudou@

city.ina
gi.lg.jp

▽
募
集
区
画　

各
日　

区
画

６０

▽
区
画
規
模　

約
１
・
８
ｍ
×
１
・

８
ｍ

※
応
募
者
数
が
区
画
数
を
超
え
た

場
合
に
は
抽
選
。
結
果
は
後
日
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■費
 
　

円
（
１
日
１
区
画
）

５００
■申
 

往
復
は
が
き
往
信
用
の
表
面
に

　

応
募
先
住
所
、
裏
面
に
①
出
店

（１）希
望
日
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番

号
⑤
販
売
品
目
を
、
返
信
用
の
表

面
に
応
募
者
の
●１
 

住
所
●２
 

氏
名
を

記
入
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い

（
返
信
用
の
裏
面
は
白
紙
）
。

※
１
通
に
つ
き
１
日
の
申
し
込
み

（
２
日
間
希
望
す
る
場
合
に
は
希

望
日
ご
と
に
１
枚
ず
つ
分
け
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

■限
 

９
月　

日（
金
）消
印
有
効

１８

※
席
は
ホ
ー
ム
側
ゴ
ー
ル
裏
で
す
。

※
試
合
に
よ
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
。

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　
1　
・０３

３
５
１
２
・
１
９
６
９

表1　市民シート販売対象試合

販売開始日対戦相手キックオフ
時間月日・曜日

発売中大宮アルディージャ午後4時  9  月23日（水・祝）

発売中ファジアーノ岡山午後4時10月10日（土）

10月3日（土）ツエーゲン金沢午後1時11月14日（土）

表2　稲城市民シート販売協力店一覧
電話番号販売時間販売日地区販売協力店

377－7624午前10時～午後9時木曜日を除く毎日矢野口清水屋酒店

378－1104午前9時～午後7時火曜日を除く毎日矢野口タカハシスポーツ

378－6055午前9時～午後6時月～金曜日東長沼市役所地下売店

377－6043午前8時～午後11時水曜日（月2回）を
除く毎日東長沼稲城ざるや

379－1123午前9時30分～午後6時水曜日を除く毎日東長沼Merk（メルク）

378－1577午前10時
～午後7時30分

第2・第4土曜日、
日曜日、祝日を除く
毎日

大丸内山大賀堂

377－6143午前9時～午後8時日曜日・祝日を除く
毎日大丸ドライクリーニング

巴屋

331－3710午前8時～午後9時水曜日を除く毎日坂浜福島屋

331－3618午前9時～午後6時日曜日・祝日を除く
毎日坂浜大谷商店

331－8383午前11時～午後7時第2・第4月曜日除く
毎日長峰レストランパークヒル

（総合体育館）※
※途中で販売を休止する場合もあります。

稲
城
国
際
交
流
委
託
事
業

稲
城
の
梨
を
味
わ
い

稲
城
の
梨
を
味
わ
い

な
が
ら
外
国
人
と

 
な
が
ら
外
国
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト 

し
よ
う
！

し
よ
う
！

わがまち稲城のわがまち稲城の
ヴェルディヴェルディ

稲城稲城市民シート市民シート
チケットチケット販売！販売！

精
神
保
健
福
祉
講
座

心
の
病
気
の
理
解
と
そ
の
対
応

受
講
者
募
集

　

う
つ
病
と
統
合
失
調
症
を
中
心

に
そ
の
特
徴
や
接
し
方
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

■日
 
　

月
８
日（
木
）

１０
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
５０

■講
 

永
野　

満
氏（
稲
城
台
病
院
長
）

■申
 

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

■限
 

９
月　

日（
金
）

２５

■先
 

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
２
４
８

３７０

０
、
5　

・
３
７
２
２

３７９

募
集
し
ま
す

多
摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

職
員
（
嘱
託
員
）

国
民
年
金

寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の

ご
案
内

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
場
合
、
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た　

歳
未
満
（
ま
た
は　

歳

１８

２０

未
満
で
障
害
等
級
１
級
・
２
級
）

の
子
の
あ
る
配
偶
者
も
し
く
は
そ

の
子
に
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
は
次
の
よ
う
な

給
付
が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金

▽
職
種　

法
人
後
見
の
担
当
（
産

休
育
休
代
替
）

▽
職
務
内
容　

利
用
者
居
宅
の
訪

問
、
事
務
処
理
等

▽
採
用
予
定
日　
　

月
１
日（
日
）

１１

※
勤
務
条
件
等
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

多
摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
（
〒　

・　

調
布
市
小
島
町
３

１８２

００２６

の　

の
２
の
２
階
）　

1　

・　
・

６９

０４２

４９８

５
８
０
２

　

保
険
料
納
付
済
期
間
及
び
保
険

料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て　

年
以

２５

上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、　
１０

年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
の
あ

っ
た
そ
の
妻
に　

歳
か
ら　

歳
に

６０

６５

な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　

寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
合

計
が　

カ
月
以
上
あ
る
人
が
死
亡

３６

し
た
場
合
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
寡

婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
と
も
、
被

保
険
者
が
死
亡
前
に
老
齢
・
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
遺
族
基

礎
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時

金
は
、
い
ず
れ
も
併
給
で
き
ま
せ

ん
。

■問
 

日
本
年
金
機
構
府
中
年
金
事
務

所　

1　

・　

・
１
０
１
１

０４２

３６１

消
費
者
講
座

安安
心心
でで
すす
かか
？？

ママ
ネネ
ーー
ララ
イイ
フフ
をを

見見
直直
そそ
うう
!!!!

拡
大
防
止
を
目
的
に
、
高
齢
者
被

害
特
別
相
談
を
電
話
・
来
所
で
実

施
し
ま
す
。

■対
 

契
約
当
事
者
が　

歳
以
上
の
方

６０

■日
 

９
月
９
日（
水
）〜　

日（
金
）

１１

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時

１０

〜
３
時

■場
 

消
費
者
相
談
室
（
消
費
者
ル
ー

ム
内　

1　

・
３
７
３
８
）

３７８

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

■先
 

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
〒　

・
２０６

　

東
長
沼
２
１
１
２
の
１
地
域
振

０８０２興
プ
ラ
ザ
１
階
）　

1　

・
２
１

３７８

１
２高

齢
者
被
害

高
齢
者
被
害

特
別
相
談

特
別
相
談

（
火
）〜
〕

■限
 

９
月
９
日（
水
）

■先
 

■問
 

稲
城
国
際
交
流
の
会（
藤
田
） 

1
5　

・
２
１
４
７

３７７

▲どんがら
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東
京
都
看
護
職

復
職
支
援
研
修
の
お
知
ら
せ

募
集
し
ま
す
！

募
集
し
ま
す
！

妊
産
婦
・
新
生
児

妊
産
婦
・
新
生
児

訪
問
指
導
員

訪
問
指
導
員

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

〜
０
歳
児
の
ケ
ア
〜

〜
０
歳
児
の
ケ
ア
〜

都
立
八
王
子
盲
学
校

第
２
回
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
習

都
税
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
者
向
け

省
エ
ネ
促
進
税
制

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

駅
前
の
保
健
室

健
康
バ
ン
ザ
イ
！

い
な
ぎ
講
座

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城
市

206

0804

百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

■問1377・0931

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

法
人
事
業
税
・個

人
事
業
税
の
減
免

　

都
で
は
、
中
小
企
業
者
が
行
う

省
エ
ネ
設
備
等
の
取
得
を
支
援
す

る
た
め
、
法
人
事
業
税
、
個
人
事

業
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
「
東
京
都
主
税
局
」 　 
内
「〈
東

HP

京
版
〉
環
境
減
税
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

○
中
小
企
業
者
向
け
省
エ
ネ
促

進
税
制
に
つ
い
て
＝
所
管
都
税
事

務
所
の
各
税
目
担
当
係
、
主
税
局

課
税
部
（
法
人
）　

1　

・
５
３

０３

８
８
・
２
９
６
３
、
主
税
局
課
税

部
（
個
人
）　

1　

・
５
３
８
８
・

０３

２
９
６
９

○
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度・

導
入
推
奨
機
器
に
つ
い
て
＝
1　
・０３

▽
募
集
科
目　
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図（
建

築
）
初
級
②
介
護
福
祉
士
受
験
対

策
（
学
科
）　
　

③
第
一
種
電
気

（１）
（２）

工
事
士
（
実
技
）
受
験
対
策
④
イ

ン
バ
ー
タ
技
術
に
よ
る
モ
ー
タ
ー

制
御
⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー

に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
⑥
Ａ

ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
利
用
し
た
組
込
み
シ
ス
テ
ム
技

術

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
な
ど
の
事
案
は
、
依
然
と
し
て

数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
実
施
し
ま

す
。

■日
 

９
月
７
日（
月
）〜　

日（
日
）

１３

■日
 

９
月　

日（
金
）

１８

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

５０

分■内
 

授
業
公
開
、
教
育
相
談
等

■問
 

東
京
都
立
八
王
子
盲
学
校
（
〒

　

・　

八
王
子
市
台
町
３
の　

の

１９３

０９３１

１９

　

）　

1　

・　

・
３
２
７
８
、

２２

０４２

６２３

5　

・　

・
６
２
６
２
、
� S１０

０４２

６２３

００２２０
@
section.m

etro.
tokyo.jp

　

予
約
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■日
 

第
２
・
第
４
土
曜
日
（
９
月
は

　

日
、　

日
）

１２

２６

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

第
２
土
曜
日
＝
矢
野
口
駅
改
札

前
、
第
４
土
曜
日
＝
若
葉
台
駅
改

札
前
で
開
催

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

■対
 

生
後
１
カ
月
〜
６
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
両
親
及
び
祖
父
母

■日
 

９
月　

日（
土
）

１９

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

■費
 

一
家
族　

円
７００

　

出
産
に
関
す
る
情
報
交
換
や
、

妊
娠
中
の
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し

ょ
う
。

■対
 

妊
娠　

週
以
降
で
主
治
医
の
許

１８

可
が
あ
る
方

■日
 
　

月
５
日（
月
）

１０
■時
 

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■場
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ

■内
 

水
中
で
行
う
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

■申
 

電
話

■先
 

看
護
部
長
室

　

市
立
病
院
で
毎
月
第
３
水
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
「
健
康
バ
ン
ザ

イ
！
い
な
ぎ
講
座
」
の
９
月
の
テ

ー
マ
は「
生
活
習
慣
と
皮
膚
疾
患
」

で
す
。

■日
 

９
月　

日（
水
）

１６

■時
 

午
後
３
時　

分
〜
（
約　

分
）

３０

４０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

■講
 

大
畑　
 
恵  
之 
氏
（
皮
膚
科
）

よ
し 
ゆ
き

■問
 

健
診
科
健
診
係

　

都
で
は
、
現
場
復
帰
を
希
望
さ

れ
る
方
の
再
就
業
を
支
援
す
る
た

め
、
無
料
で
病
院
で
の
研
修
及
び

就
職
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

■対
 

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を

有
し
、
離
職
中
で
都
内
施
設
へ
の

就
業
を
希
望
し
、
就
業
先
が
決
ま

っ
て
い
な
い
方

■日
 

①
９
月
９
日（
水
）〜　

日（
木
）

１７

５
３
８
８
・
３
４
０
８

都
税
に
お
け
る
納
税
証
明
書

　

納
税
証
明
書
は
全
て
の
都
税
事

務
所
・
都
税
支
所
・
支
庁
で
申
請

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
告
・
納

付
後
１
〜
２
週
間
以
内
に
納
税
証

明
書
を
申
請
す
る
場
合
は
①
領
収

証
書
の
原
本
（
領
収
印
の
あ
る
も

の
）
②
申
告
書
の
控
え
（
受
付
印

の
あ
る
も
の
、
申
告
税
目
の
み
）

を
お
近
く
の
都
税
事
務
所
等
の
窓

口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■問
 

各
都
税
事
務
所（
徴
収
管
理
係
、

納
税
証
明
担
当
）
、
都
税
支
所
・

支
庁

■対
 

都
内
在
住
・
在
勤
で
在
職
中
の

方■定
 

①
⑤　

人
②　

人
③　

人
④
⑥

３０

５０

２０

　

人
１０※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■費
 

①
③
⑤
⑥
６
５
０
０
円
②
３
２

０
０
円
④
４
３
０
０
円

■申
 

往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」 　 HP

■限
 

９
月　

日（
木
）必
着

１０

■場
 

■先
 

■問
 

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
府
中
校
・
人
材
育
成
プ
ラ
ザ

（
〒　

・　

府
中
市
南
町
４
の　

１８３

００２６

３７

の
２
）　

1　

・　

・
８
２
０
４
、

０４２

３６７

5　

・　

・
８
２
１
７

０４２

３６７

■時
 

■場
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
＝

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時（
土
・

３０

日
曜
日
は
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
）、
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
・

府
中
支
局
・
西
多
摩
支
局
＝
平
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
「
あ
ん
し
ん
相
談
」
電
話
番
号

（
常
設
相
談
電
話
回
線
・
全
国
統

一
番
号
）　

1
０
５
７
０
・　

・
００３

　
　１１０▽

電
話
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護

委
員
及
び
東
京
法
務
局
職
員

■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部　

1

　

・
５
２
１
３
・
１
２
３
４

０３

②　

月　

日（
木
）〜　

日（
月
）

１１

１９

３０

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■場
 

市
立
病
院

■申
 

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
（
5　

・
１

３７９

３
１
０
）

※
申
込
書
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 

 　 
で
入
手
可

HP■限
 

①
９
月
２
日（
水
）②　

月　

日

１１

１２

（
木
）

■先
 

稲
城
市
立
病
院
看
護
部
長
室（
〒

　

・　

稲
城
市
大
丸
１
１
７
１
）

２０６

０８０１

◆
共
通
事
項

　

詳
し
く
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP■問
 

看
護
部
長
室

　

「
歯
み
が
き
っ
て
ど
う
す
る

の
？
」
「
歯
が
生
え
て
く
る
前
に

で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な
ぁ
」

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
親

子
で
歯
み
が
き
な
ど
の
準
備
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 

お
す
わ
り
が
で
き
る
頃
か
ら
１

歳
未
満
で
第
１
子
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

■日
 

９
月　

日（
水
）

１６

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
、
午
前　

時

３０

１０

　

分
〜

３０※
月
齢
に
よ
り
振
り
分
け
ま
す
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 

合
わ
せ
て　

組（
申
込
先
着
順
）

２０

■内
 

ミ
ニ
集
団
で
の
講
話
・
歯
ブ
ラ

シ
指
導
・
個
別
相
談

■持
 

母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ（
使

っ
て
い
る
場
合
の
み
）
・
バ
ス
タ

オ
ル

■申
 

電
話

職
員
募
集

■対
 

採
用
予
定
日
現
在　

歳
以
下
の

３０

方▽
採
用
日　

平
成　

年
４
月
１
日

２８

▽
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
一
般

教
養
試
験
、
論
文
試
験
他
、
面
接

▽
募
集
人
員　

１
人

■内
 

業
務
、
経
理
、
庶
務
等
全
般
と

し
た
一
般
事
務

入
会
説
明
会

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
働
く

６０

意
欲
の
あ
る
方

※
就
職
、
転
職
希
望
者
を
除
く
。

受
講
者
募
集

　

布
ぞ
う
り
教
室

■日
 

９
月　

日（
木
）

１７

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ　

■持
 

針
、
糸
、
ハ
サ
ミ
、
定
規
、
ピ

ン
チ
ク
リ
ッ
プ
３
つ

※
材
料
の
持
ち
込
み
は
不
可

■費
 

１
５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

※
詳
細
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
る
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
 

持
参
、
郵
送

▽
募
集
要
項
配
布
期
間　

９
月
１

日（
火
）〜　

日（
月
）

１４

▽
応
募
書
類
受
付
期
間　

９
月
１

日（
火
）〜　

日（
金
）必
着

１８

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
地

域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階
）
（
〒　

・
２０６

　
稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

０８０２

■日
 

９
月
８
日（
火
）

■時
 

午
後
１
時　

分
ま
で
に
ご
来
場

３０

く
だ
さ
い
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ　

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■申
 

電
話

■先
 

看
護
部
長
室

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ（
産
後
）

ク
ラ
ブ

〜
産
後
の
育
児
相
談
＆
ヨ
ガ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ア
ク
ア

▽
資
格　

助
産
師

▽
勤
務
内
容　

生
後
１
カ
月
程
度

の
赤
ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
た
ご
家
庭

を
訪
問
し
、
育
児
の
助
言
、
母
乳

相
談
等
行
う
。

▽
委
託
料　

４
５
０
０
円
／
件

■申
 

電
話

9
月

日
〜

日
は

9
月　

日
〜　

日
は

2020

2626

動
物
愛
護
週
間
で
す

動
物
愛
護
週
間
で
す

　

動
物
愛
護
週
間
は
、
広
く
国
民

の
間
に
、
命
あ
る
も
の
で
あ
る
動

物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に

私
た
ち
が
飼
っ
て
い
る
動
物
、
身

近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
も

う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

動
物
は
正
し
く
終
生
飼
養

し
ゅ
う
せ
い 
し 
よ
う

　

飼
い
主
は
、
動
物
を
飼
育
す
る

上
で
、
そ
の
習
性
や
生
理
を
よ
く

く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
迷
子
に

な
っ
た
動
物
の
発
見
を
容
易
に
す

る
た
め
に
も
、
犬
に
は
鑑
札
を
着

け
、
猫
や
そ
の
他
の
動
物
に
は
名

札
等
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

理
解
し
、
愛
情
を
も
っ
て
終
生
飼

養
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
犬

に
は
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

犬
の
散
歩
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　

犬
の
散
歩
を
す
る
時
は
、
リ
ー

ド
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
も
し
散

歩
中
に
オ
シ
ッ
コ
を
し
て
し
ま
っ

た
時
は
す
ぐ
に
水
で
流
し
、
フ
ン

を
し
た
時
は
家
ま
で
持
ち
帰
る
こ

と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
散
歩
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

身
元
の
表
示

　

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
元
に
戻

る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
は
少
な

シルバー
人材
センター

■問 1377・2212

　

東
京
都
で
は
環
境
省
や
動
物
愛

護
団
体
等
と
と
も
に
動
物
愛
護
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
い

ま
す
。

▽
平
成　

年
度
テ
ー
マ

２７

『
飼
う
前
も
、
飼
っ
て
か
ら
も
考

え
よ
う
』

動
物
愛
護
管
理
功
労
者
表
彰
式
・

講
演
「
命
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

■日
 

９
月
６
日（
日
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

■場
 

東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
大
講

堂■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３９０
■申
 

電
話

■限
 

９
月
４
日（
金
）正
午

■先
 
（
公
社
）日
本
動
物
福
祉
協
会　

1　

・
６
４
５
５
・
７
７
３
３

０３
動
物
愛
護
セ
レ
モ
ニ
ー
・
移
動
水

族
館
・
パ
ネ
ル
展
示

■日
 

９
月　

日（
土
）

１２

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

■場
 

上
野
恩
賜
公
園
内
（
噴
水
池
前

広
場
・
上
野
動
物
園
）

■問
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全

部
環
境
保
健
衛
生
課　

1　

・
５

０３

３
２
０
・
４
４
１
２

動動
物物
愛愛
護護
ふふ
れれ
ああ
いい

フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
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27・９・１ 代表電話は042－378－2111　（12）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

わ
が
ま
ち
稲
城
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
を
応
援
し
よ
う
！　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　

1　

・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時
9
月　

日（
日
）午
後
4
時
〜　

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎　

■場
味
の
素
フ
ィ
ー
ル
ド
西
が
丘
／
■日
■時
9
月　

日（
水
・
祝
）午
後
4
時
〜　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ　

※
市
民
シ
ー
ト
販
売
対
象
試
合　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

20

VS

23

VS
▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城
市

206

0804

百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

9月1日～15日 医療・相談あんない 医療・相談あんない 

ネット
ショッピング
詐欺的サイトに
注意して！

　

消
費
者
相
談
室
に
次
の
よ
う

な
相
談
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
通
販
で
商
品
を
注
文

し
、
指
定
の
口
座
に
料
金
を
振

り
込
ん
だ
が
、
商
品
が
送
ら
れ

ず
、
問
い
合
わ
せ
て
も
返
答
が

な
い
。
」
「
ネ
ッ
ト
通
販
で
商

品
を
注
文
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
決
済
し
た
が
、
玩
具
の

よ
う
な
偽
物
が
送
付
さ
れ
て
き

た
。
」

　

相
談
室
で
サ
イ
ト
を
確
認
す

る
と
、
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

連
絡
先
が
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
み

の
場
合
は
要
注
意
で
す
。
住
所
が

書
か
れ
て
い
て
も
番
地
ま
で
書
か

れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

②
支
払
い
方
法
が
代
金
前
払
い
に

限
定
さ
れ
、
振
込
口
座
名
義
人
が

事
業
者
名
と
異
な
る
場
合
や
、
個

人
名
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
取
り

引
き
を
避
け
た
方
が
得
策
で
す
。

ま
た
、
詐
欺
的
サ
イ
ト
で
も
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
が
で
き
る
場

合
や
カ
ー
ド
情
報
を
入
手
す
る
の

が
目
的
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト

も
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
払
い
し
か

選
択
で
き
な
い
等
の
不
自
然
な
点

が
な
い
か
、
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

③
注
文
前
に
事
業
者
名
や
連
絡
先
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
、
他
の
利
用
者
の
評
価
な

ど
情
報
を
収
集
し
、
少
し
で
も

疑
わ
し
い
場
合
は
、
記
載
の
連

絡
先
に
電
話
し
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

④
個
人
情
報
を
入
力
す
る
ペ
ー

ジ
が
Ｓ
Ｓ
Ｌ
（
暗
号
化
）
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｓ
Ｌ
を
利
用
し
た
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
が
「http://

」
か
ら

「https://

」
に
な
り
、
鍵

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
入

力
し
た
情
報
は
暗
号
化
さ
れ
て

送
信
さ
れ
ま
す
。

ー
ル
の
サ
イ
ト
の
よ
う
に
思
わ
せ

る
な
ど
巧
妙
に
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、電
話
番
号
の
記
載
が
な
く
、

実
在
し
な
い
住
所
が
書
か
れ
て
い

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

実
在
す
る
販
売
店
の
住
所
な
ど
を

転
用
し
た
偽
サ
イ
ト
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

前
払
い
の
ネ
ッ
ト
通
販
は
、
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
被
害
救
済

が
非
常
に
難
し
い
の
で
、
事
前
の

確
認
が
重
要
で
す
。
極
端
に
安
い

価
格
で
の
販
売
や
「　

％
オ
フ
」

８０

等
の
極
端
な
値
引
き
が
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

①
通
信
販
売
で
は
事
業
者
の
氏
名

（
名
称
）
、
住
所
、
電
話
番
号
等

の
記
載
が
特
定
商
取
引
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
込
時
に

は
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。特
に
、

9月の乳幼児健診事業 ��� ■場■問保健センター　1378－3421

備考実施日対象事業名

通知が届い
ていない方
は保健セン
ターまでお
問い合わせ
ください。

8日（火）、29日（火）平成27年5月生まれ3～4か月児健康診査

3日（木）、10日（木）平成26年8月生まれ1歳児歯科健康診査

9日（水）、16日（水）平成26年2月生まれ1歳6か月児健康診査

3日（木）、17日（木）平成24年8月生まれ3歳児健康診査

▲稲城市民デーinジャイアンツ球場
　（8月1日・読売ジャイアンツ球場）
　イースタン・リーグ公式戦に市内の小・
中学生を無料招待しました。稲城の特産
品が当たる抽選会や市内の小学生による
始球式、稲城四中学校吹奏楽部の演奏等
が行われ、会場を盛り上げました。

消
費
者
相
談
室

（
消
費
者
ル
ー
ム
内
）

1　

・
3
7
3
8

378
（
月
〜
金
曜
日
、

午
前　

時
〜
正
午
・

10

午
後
1
時
〜
3
時
）

【休日開庁】 開庁時間＝午前8時30分～正午、午後1時～5時
開庁窓口実施日

市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、収納課　　　　　　　　　　　　　
※収納課が担当する過年度分の税外債権（料金）の納付書の再発行、相談等は行いません。13日（日）

【各種相談】 詳しくはお問い合わせください。
予約・問い合わせ時間相談日相談の種類（予約方法）

市民協働課
予約専用電話
1378－2286
（受付時間＝午前
8時30分～正午、
午後1時～5時）

午前9時～正午
  1  日（火）・  3  日（木）
10日（木）
13日（日）※1
15日（火）

法律相談（前日予約）

午前9時～11時30分  8  日（火）交通事故相談（予約随時）

午後1時30分
～4時30分

  9  日（水）不動産相談（前日予約）
10日（木）不動産の相続、贈与等の登記相談（前日予約）
  8  日（火）行政相談（前日までに予約）
15日（火）遺言書作成などくらしの書類作成相談（前日予約）
  2  日（水）・予約終了
※2住宅リフォーム相談

  4  日（金）人権・身の上相談（前日までに予約）
午前10時～午後1時、
午後2時～4時  2  日（水）女性の悩み相談（前日までに予約）

消費者相談室
1378－3738

午前10時～正午、
午後1時～3時平日毎日消費者相談（来室のほか電話でも相談可）

保険年金課年金係午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日年金相談（予約不要）
  9  日（水）年金相談［平尾出張所］（予約不要）

保健センター
1378－3421

午前9時30分～11時
  1  日（火）・15日（火）健康相談（前日までに予約）
15日（火）栄養相談（前日までに予約）※会場はオーエンス健康プラザ

午前9時10分～11時  8  日（火）栄養相談（前日までに予約）
福祉センター
1378－3366

午前10時～正午  2  日（水）心配ごと相談（予約不要）
午後1時～4時12日（土）ひとり親家庭カウンセリング相談（予約随時）

※1　9月13日（日）の法律相談は9月11日（金）に予約を受け付けます。
※2　9月16日（水）のリフォーム相談は、9月10日（木）まで予約を受け付けます。

【休日急病診療所・休日薬局】 診療時間＝午前9時～午後5時
地区薬局医療機関日程
矢野口稲城薬局　　　　1370－2182こせき内科クリニック　　　　　　　1377－0035  6  日（日）
矢野口市役所通り薬局　1377－9599かじわら内科・泌尿器科クリニック　1370－877013日（日）

大
腸
が
ん
検
診

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５１

れ
の
市
民

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
、
中
国
残

留
邦
人
な
ど
の
方
は
自
己
負
担
が

免
除
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■内
 

免
疫
法
便
潜
血
検
査
２
日
法（
２

回
検
体
を
採
取
）

■費
 
　

円
（
健
康
保
険
証
の
負
担
割

４７０
合
が
１
割
の
方　

円
、
２
割
の
方

１５０

　

円
）

３１０■限
 

平
成　

年
３
月　

日（
火
）

２８

１５

結
核
検
査（
エ
ッ
ク
ス
線
）、
心
電

図
検
査
、腎
機
能
検
査
、尿
酸
検
査

■内
 

①
結
核
検
査
（
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
）
②
心
電
図
検
査
（
心
電

図
に
よ
る
検
査
）
③
腎
機
能
検
査

（
血
液
検
査
）
④
尿
酸
検
査
（
血

液
検
査
）

■限
 

平
成　

年
３
月　

日（
火
）

２８

１５

前
立
腺
が
ん
検
診

（
医
師
会
実
施
事
業
）

■対
 

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

２７

２８

年
３
月　

日
の
間
に　

・　
・　
・

３１

５５

６０
６５

　

歳
に
な
る
男
性
市
民

７０■内
 

血
液
検
査
に
よ
る
、
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
検
査

■限
 
　

月　

日（
土
）

１０

３１

■問
 

稲
城
市
医
師
会
事
務
局　
1　
・３７７

４
９
４
６

◆
共
通
事
項

■申
 

市
内
医
療
機
関
へ
予
約
（
左
上

表
を
参
照
）

平成27年度指定医療機関一覧表
電話番号地区医療機関名
377－6433

矢野口

谷平医院
379－0939矢野口クリニック
377－0035
※電話予約は
不可。来院に
て予約。

こせき内科クリニ
ック

370－8770かじわら内科・泌
尿器科クリニック

377－6027

東長沼

松本医院
379－4851東長沼クリニック

379－4870あべ内科クリニッ
ク

370－7611稲城腎・内科クリ
ニック

313－9272菜の花クリニック
377－6128

大丸

稲城診療所
予約受付時間
【午前9時
～午後4時】
377－1421

稲城市立病院
健診センター

379－8880稲城癒しの森クリ
ニック

378－3333
百村

菊池医院

370－0530稲城わかばクリニ
ック

331－8570

平尾

簡野クリニック
331－8201高クリニック

331－8221平尾内科クリニッ
ク

378－3224押立桜井医院
378－6677向陽台向陽台クリニック
350－7171長峰長峰クリニック
350－6075若葉台若葉台クリニック

▲坂浜盆踊り
　（8月7日、8日・稲城第二小学校）
　市内各地で盆踊りや夏祭りが催され
ています。坂浜では市内最大級のやぐ
らに地域の方々が上がり、夏の夜のひ
とときを楽しんでいました。

各
種
検
診
を

各
種
検
診
を
実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す


